
委員一覧（25名）

委員長 江崎 孝（立憲） 清水 真人（自民） 竹内 真二（公明）
理 事 足立 敏之（自民） 鶴保 庸介（自民） 西田 実仁（公明）
理 事 大野 正（自民） 馬場 成志（自民） 室井 邦彦（維新）
理 事 青木 愛（立憲） 牧野 たかお（自民） 榛葉 賀津也（民主）
理 事 杉 久武（公明） 増子 輝彦（自民） 武田 良介（共産）
理 事 浜口 誠（民主） 渡辺 猛之（自民） 木村 英子（れ新）

朝日 健太郎（自民） 熊谷 裕人（立憲） ― 欠員１名 ―
岩本 剛人（自民） 野田 国義（立憲）
金子 原二郎（自民） 森屋 隆（立憲） （会期終了日 現在）

（１）審議概観

第204回国会において本委員会に付託さ

れた案件は、内閣提出法律案７件（うち

本院先議１件）、衆議院提出法律案１件（国

土交通委員長）及び承認案件１件の合計

９件であり、いずれも可決又は承認した。

また、本委員会付託の請願９種類230件

は、いずれも保留とした。

〔法律案等の審査〕

鉄道・航空 日本国有鉄道清算事業

団の債務等の処理に関する法律等の一部

を改正する法律案は、ＪＲ北海道及びＪ

Ｒ四国並びにＪＲ貨物の経営自立に向け

た取組及び３社に対する支援の在り方、

持続可能な交通体系の構築に向けた国と

地方公共団体の役割、貨物鉄道を活用し

た物流網の構築等について質疑が行われ

た。質疑終局後、日本共産党から、独立

行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機

構の行う無利子貸付けの業務の期限延長

及び同機構による利子補給金の支給業務

の規定の削除を内容とする修正案が提出

され、修正案は否決され、本法律案は全

会一致をもって原案どおり可決された。

なお、附帯決議が付された。

踏切道改良促進法等の一部を改正する

法律案は、いわゆる「開かずの踏切」と

言われる踏切道の対策や、遮断機・警報

機がない踏切等の安全対策、連続立体交

差事業の現状と課題、道の駅等の防災拠

点としての活用、事前防災対策としての

鉄道事業者による植物の伐採等について

質疑が行われ、全会一致をもって可決さ

れた。

航空法等の一部を改正する法律案は、

国土交通大臣による航空運送事業の基盤

強化に関する方針の策定及び必要な支援

の実施、危険物等所持制限区域に立ち入

る旅客等に対する保安検査の受検の義務

付け、無人航空機の機体の安全性の確保

及び操縦を行おうとする者について行う

技能証明に係る制度の創設、運輸安全委

員会による無人航空機に係る事故等の原

因を究明するための調査の実施等の措置

を講じようとするものである。

委員会においては、航空ネットワーク

確保に資する支援の在り方、航空保安体

制の実効性の確保、無人航空機の安全な



利活用の推進等について質疑が行われ、

討論の後、多数をもって可決された。な

お、附帯決議が付された。

海上保安・海事・特定船舶 海上交

通安全法等の一部を改正する法律案は、

いかりを投じたまま船舶が流され発生す

る走錨事故の防止対策の現状と取組、船

舶に対する湾外避難の勧告における実効

性の確保、航路標識の損傷被害への対応

等について質疑が行われ、全会一致をもっ

て可決された。

海事産業の基盤強化のための海上運送

法等の一部を改正する法律案は、造船業・

海運業の現状と法改正により期待される

効果、海事産業の競争力強化策、船員の

働き方改革の推進及び人材の確保等につ

いて質疑が行われ、全会一致をもって可

決された。なお、附帯決議が付された。

特定船舶の入港の禁止に関する特別措

置法第五条第一項の規定に基づき、特定

船舶の入港禁止の実施につき承認を求め

るの件は、全会一致をもって承認された。

住宅 住宅の質の向上及び円滑な取

引環境の整備のための長期優良住宅の普

及の促進に関する法律等の一部を改正す

る法律案は、既存住宅の流通促進に向け

た取組、共同住宅における長期優良住宅

の認定手続の変更及び既存住宅の認定制

度の創設による効果、長期優良住宅の認

定基準における自然災害の取扱い等につ

いて質疑が行われ、全会一致をもって可

決された。なお、附帯決議が付された。

流域治水 特定都市河川浸水被害対

策法等の一部を改正する法律案は、参考

人から意見を聴取するとともに、流域水

害対策協議会の在り方、ダムの事前放流

の実効性確保策、下水道の内水氾濫対策、

避難の実効性を確保するためのハザード

マップの作成及び要配慮者利用施設や障

害者の避難計画の作成に係る地方公共団

体に対する支援等について質疑が行われ、

全会一致をもって可決された。なお、附

帯決議が付された。

水循環 水循環基本法の一部を改正

する法律案は、地下水の水質に影響を及

ぼす土地利用への対応、地下水協議会の

在り方等について質疑が行われ、全会一

致をもって可決された。なお、附帯決議

が付された。

〔国政調査等〕

第203回国会閉会後の令和２年12月24

日、質疑を行い、12月16日からの大雪に

よる関越自動車道での車両滞留の原因の

検証及び今後の対策強化、ＧｏＴｏトラ

ベル事業のキャンセル料補塡の考え方及

び観光関連事業者への支援策、新型コロ

ナウイルス感染症の無症状者対策、Ｇｏ

Ｔｏトラベル事業の一時停止の際の定量

的な判断基準・指標の必要性、観光業に

特化した事業継続のための予算の確保、

旅行需要の平準化に向けたＧｏＴｏトラ

ベル事業の見直しに関する考え方、大雪

時に国が一元的に並行する道路を同時に

通行規制する必要性、ＧｏＴｏトラベル

事業の全国一時停止に至る意思決定過程

の検証及び検証資料の公開、一般会計か

ら自動車安全特別会計への繰戻しに関す

る国土交通大臣の見解及び今後の対応、

ＧｏＴｏトラベル事業の延長により医療

現場の逼迫が継続するとの懸念に対する

見解、同事業の全国一時停止期間の延長

の必要性などの諸問題が取り上げられた。

令和３年３月９日、国土交通行政等の

基本施策について、赤羽国務大臣から所

信を聴取した。

３月16日、国土交通行政等の基本施策

について質疑を行い、つくばエクスプレ



ス延伸に係る国の取組及び都市鉄道利便

増進事業としての計画認定、国民負担軽

減に資する高速道路料金の引下げに向け

た検討の必要性、公共事業関係費の安定

的な確保に向けた国土交通大臣の決意、

「大宮駅グランドセントラルステーショ

ン化構想」に対する支援策及び国の関与

の在り方、移動手段としての自転車の活

用推進に向けた国の取組、ワーケーショ

ン等の拠点としての空き家及び既存住宅

の活用を通じた二地域居住の推進、地方

公共団体による地域公共交通の確保に対

する国土交通省の支援策、河川の監視カ

メラ及び水位計の整備状況並びに迅速な

避難判断に資する防災情報の充実、復興

係数の適用及び復興歩掛の導入による入

札不調・不落の抑制効果、防災・減災対

策への東日本大震災の教訓の活用に対す

る国土交通大臣の見解、今冬の大雪によ

る大規模な車両滞留の発生原因及び対策、

公共交通機関従事者等を新型コロナウイ

ルスワクチンの優先接種の対象とする必

要性、空港での新型コロナウイルスの感

染防止対策の強化策、千曲川の長野県権

限代行区間の災害復旧工事における護岸

工の不具合事象などの諸問題が取り上げ

られた。

３月22日、予算委員会から委嘱された

令和３年度国土交通省予算の審査を行い、

赤羽国土交通大臣から説明を聴取した後、

質疑において、建設現場における新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大防止対策

の在り方、建設産業における若手入職者

の増加に向けた国土交通省の取組状況、

東日本大震災で液状化被害を受けた宅地

に対する支援の在り方、大規模災害時に

おける民間船舶の活用、公共交通機関に

おける新型コロナウイルス感染症対策、

トラックの標準的な運賃に係る告示制度

に関する運賃変更届出の促進、危険なバ

ス停の安全対策に係る支援策、北陸新幹

線（金沢・敦賀間）の工期遅延等に至る

までの政策判断の問題点の有無、東京外

かく環状道路工事における陥没の要因及

びモニタリングによる異常事象の事前把

握、地方移住の促進及び地方経済の活性

化に資する関係人口の増加に向けた施策、

高速道路料金への定額制導入の必要性、

人口減少・高齢化に応じた公共交通の在

り方に関する国土交通大臣の所見、地域

公共交通を支えるための十分な予算を確

保する必要性などの諸問題が取り上げら

れた。

４月６日、質疑を行い、尖閣諸島を始

めとした日本周辺海域をめぐる現状と海

上保安庁の対応、今後の海上保安体制の

在り方に対する国土交通大臣の所見、鉄

道運賃におけるヤードスティック規制の

検証の必要性、東京都特別区・武三地区

（武蔵野市・三鷹市）のタクシー運賃改

定の必要性、羽田空港における新飛行経

路導入の目的、住宅に係る省エネ基準の

適合義務化に向けた検討状況、「プラトー」

の事業概要及び同事業による３Ｄ都市モ

デルの活用促進、分散型旅行及びいわゆ

るマイクロツーリズムの推進の重要性、

地域観光事業支援と政府の感染拡大防止

策との整合性、物流分野の生産性向上に

向けた国土交通省の取組、貸切バスの安

全運行の確保に向けた国土交通大臣の所

見などの諸問題が取り上げられた。

４月15日、鶴見川多目的遊水地及び東

京外かく環状道路整備に関する実情調査

のため、神奈川県及び東京都に視察を行っ

た。

５月11日、質疑を行い、気象観測デー

タの充実に向けた取組の推進、観光関連

産業に対する今後の支援の在り方、地域



観光事業支援における支援内容、鉄道に

おけるワンマン運転の基準及び国土交通

省による指導状況、第２次交通政策基本

計画策定に向けた考え方、「防災・減災、

国土強靱化のための５か年加速化対策」

におけるインフラ老朽化対策の意義、ま

るごとまちごとハザードマップの普及が

進んでいない理由、建設現場におけるＩ

ＣＴ導入の効果及び発注者の業務省力化

に向けた取組、建設業における働き方改

革の実効性確保に向けた方策、高速道路

に係る出資積立金の積立時期の見直しに

対する国土交通大臣の見解、需要に応じ

て運賃を変動させるダイナミックプライ

シングのタクシーへの導入要望の有無、

障害者差別解消法に基づく対応指針の見

直し等による障害者の住宅確保の円滑化

などの諸問題が取り上げられた。

５月18日、質疑を行い、住宅・建築物

の省エネルギー化の現状及び今後の取組、

建設キャリアアップシステムの登録状況

及び更なる普及への取組の方向性、運送

事業における安全確保に関する国土交通

大臣の見解、「居心地が良く歩きたくなる」

空間づくりに対する国の支援、地下空間

の利用を含めた公園の整備及び公園の老

朽化対策、新型コロナウイルス感染者等

の輸送を担う運転者へのワクチン優先接

種の必要性、地域観光事業支援における

支援内容、リニア中央新幹線静岡工区に

係る協議の状況及び合意形成の見通し、

自動車運転者の長時間労働是正に向けた

取組及び処遇改善の状況、大深度地下工

事における安全性、踏切道における車椅

子利用者の安全対策などの諸問題が取り

上げられた。

５月25日、コロナ禍における観光関連

事業者の現状に関する実情調査のため、

東京都に視察を行った。

６月８日、質疑を行い、国土交通省所

管分野におけるＰＰＰ／ＰＦＩの在り方、

測量分野におけるドローンの活用等デジ

タルトランスフォーメーションの推進に

係る見解、地方鉄道事業者の負担軽減に

資する鉄道施設の災害復旧の在り方、コ

ロナ禍における地域公共交通の維持に資

する事業者支援、新型コロナウイルス感

染症の影響を踏まえた国土政策の在り方、

高速道路の利用促進に資する料金体系の

在り方、ＪＲ西日本の小浜線及び越美北

線の減便計画に係る沿線の地方公共団体

等への説明状況、車椅子のまま搭乗でき

る航空機の開発・導入の促進に向けた国

土交通大臣の見解などの諸問題が取り上

げられた。

（２）委員会経過

○令和２年12月24日(木)（第203回国会閉会後

第１回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

ＧｏＴｏトラベル事業に関する件、新型コロ

ナウイルス感染症対策に関する件、大雪時の

道路交通対策に関する件、一般会計から自動

車安全特別会計への繰戻しに関する件等につ

いて赤羽国土交通大臣、山本厚生労働副大臣、

赤澤内閣府副大臣、政府参考人及び参考人独

立行政法人地域医療機能推進機構理事長尾身

茂君に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

清水真人君（自民）、青木愛君（立憲）、熊

谷裕人君（立憲）、竹内真二君（公明）、杉

久武君（公明）、音喜多駿君（維新）、浜口

誠君（民主）、武田良介君（共産）、木村英

子君（れ新）



○令和３年３月９日(火)（第１回）

理事の補欠選任を行った。

国土の整備、交通政策の推進等に関する調査

を行うことを決定した。

国土交通行政等の基本施策に関する件につい

て赤羽国務大臣から所信を聴いた。

○令和３年３月16日(火)（第２回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

国土交通行政等の基本施策に関する件につい

て赤羽国土交通大臣、岩井国土交通副大臣、

朝日国土交通大臣政務官及び政府参考人に対

し質疑を行った。

〔質疑者〕

岡田広君（自民）、熊谷裕人君（立憲）、竹

内真二君（公明）、杉久武君（公明）、室井

邦彦君（維新）、浜口誠君（民主）、武田良

介君（共産）

○令和３年３月22日(月)（第３回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

令和三年度一般会計予算（衆議院送付）

令和三年度特別会計予算（衆議院送付）

令和三年度政府関係機関予算（衆議院送付）

（国土交通省所管）について赤羽国土交通大

臣から説明を聴いた後、同大臣、岩井国土交

通副大臣、朝日国土交通大臣政務官及び政府

参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

足立敏之君（自民）、青木愛君（立憲）、竹

内真二君（公明）、室井邦彦君（維新）、浜

口誠君（民主）、武田良介君（共産）

本委員会における委嘱審査は終了した。

○令和３年３月23日(火)（第４回）

日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理に関

する法律等の一部を改正する法律案（閣法第

12号）（衆議院送付）について赤羽国土交通

大臣から趣旨説明を聴いた。

○令和３年３月25日(木)（第５回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理に関

する法律等の一部を改正する法律案（閣法第

12号）（衆議院送付）について赤羽国土交通

大臣、岩井国土交通副大臣及び政府参考人に

対し質疑を行い、質疑を終局した。

〔質疑者〕

岩本剛人君（自民）、鉢呂吉雄君（立憲）、

森屋隆君（立憲）、杉久武君（公明）、室井

邦彦君（維新）、榛葉賀津也君（民主）、武

田良介君（共産）

○令和３年３月26日(金)（第６回）

日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理に関

する法律等の一部を改正する法律案（閣法第

12号）（衆議院送付）を可決した。

（閣法第12号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

共産

反対会派 なし

欠席会派 れ新

なお、附帯決議を行った。

踏切道改良促進法等の一部を改正する法律案

（閣法第13号）（衆議院送付）について赤羽

国土交通大臣から趣旨説明を聴いた。

○令和３年３月30日(火)（第７回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

踏切道改良促進法等の一部を改正する法律案

（閣法第13号）（衆議院送付）について赤羽

国土交通大臣及び政府参考人に対し質疑を

行った後、可決した。

〔質疑者〕

清水真人君（自民）、森屋隆君（立憲）、竹

内真二君（公明）、室井邦彦君（維新）、浜

口誠君（民主）、武田良介君（共産）

（閣法第13号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

共産

反対会派 なし

欠席会派 れ新

○令和３年４月６日(火)（第８回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

海上保安体制の在り方に関する件、公共交通

機関における運賃の在り方に関する件、羽田

空港の新飛行経路に関する件、３Ｄモデルを

活用した都市政策に関する件、地域観光事業

支援に関する件、物流分野の生産性向上に関



する件、貸切バスの安全運行の確保に関する

件等について赤羽国土交通大臣、岩井国土交

通副大臣及び政府参考人に対し質疑を行っ

た。

〔質疑者〕

大野 正君（自民）、森屋隆君（立憲）、青

木愛君（立憲）、竹内真二君（公明）、室井

邦彦君（維新）、浜口誠君（民主）、武田良

介君（共産）

海上交通安全法等の一部を改正する法律案

（閣法第49号）について赤羽国土交通大臣か

ら趣旨説明を聴いた。

○令和３年４月８日(木)（第９回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

海上交通安全法等の一部を改正する法律案

（閣法第49号）について赤羽国土交通大臣及

び政府参考人に対し質疑を行った後、可決し

た。

〔質疑者〕

岩本剛人君（自民）、熊谷裕人君（立憲）、

杉久武君（公明）、室井邦彦君（維新）、浜

口誠君（民主）、武田良介君（共産）

（閣法第49号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

共産

反対会派 なし

欠席会派 れ新

○令和３年４月15日(木)（第10回）

特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正

する法律案（閣法第18号）（衆議院送付）に

ついて赤羽国土交通大臣から趣旨説明を聴い

た。

また、同法律案について参考人の出席を求め

ることを決定した。

○令和３年４月20日(火)（第11回）

特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正

する法律案（閣法第18号）（衆議院送付）に

ついて次の参考人から意見を聴いた後、各参

考人に対し質疑を行った。

〔参考人〕

国立研究開発法人土木研究所水災害・リス

クマネジメント国際センター長

東京大学名誉教授 小池俊雄君

株式会社社会安全研究所所長 首藤由紀君

水源開発問題全国連絡会共同代表 嶋津暉

之君

〔質疑者〕

足立敏之君（自民）、熊谷裕人君（立憲）、

杉久武君（公明）、室井邦彦君（維新）、浜

口誠君（民主）、武田良介君（共産）、木村

英子君（れ新）

○令和３年４月22日(木)（第12回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正

する法律案（閣法第18号）（衆議院送付）に

ついて赤羽国土交通大臣、岩井国土交通副大

臣及び政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

足立敏之君（自民）、熊谷裕人君（立憲）、

杉久武君（公明）、室井邦彦君（維新）、浜

口誠君（民主）、武田良介君（共産）、木村

英子君（れ新）

○令和３年４月27日(火)（第13回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正

する法律案（閣法第18号）（衆議院送付）に

ついて赤羽国土交通大臣、岩井国土交通副大

臣及び政府参考人に対し質疑を行った後、可

決した。

〔質疑者〕

馬場成志君（自民）、熊谷裕人君（立憲）、

杉久武君（公明）、浜口誠君（民主）、武田

良介君（共産）、木村英子君（れ新）、東徹

君（維新）

（閣法第18号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

共産、れ新

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○令和３年５月11日(火)（第14回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

気象観測データの充実に関する件、地域観光

事業支援に関する件、インフラの老朽化対策



に関する件、建設業における生産性向上及び

働き方改革に関する件、高速道路に係る出資

積立金の積立時期の見直しに関する件、タク

シー運賃の在り方に関する件、障害者の住宅

確保支援に関する件等について赤羽国土交通

大臣、和田内閣府大臣政務官及び政府参考人

に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

岩本剛人君（自民）、森屋隆君（立憲）、西

田実仁君（公明）、室井邦彦君（維新）、浜

口誠君（民主）、武田良介君（共産）、木村

英子君（れ新）

海事産業の基盤強化のための海上運送法等の

一部を改正する法律案（閣法第24号）（衆議

院送付）について赤羽国土交通大臣から趣旨

説明を聴いた。

○令和３年５月13日(木)（第15回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

海事産業の基盤強化のための海上運送法等の

一部を改正する法律案（閣法第24号）（衆議

院送付）について赤羽国土交通大臣、渡辺国

土交通副大臣及び政府参考人に対し質疑を

行った後、可決した。

〔質疑者〕

足立敏之君（自民）、青木愛君（立憲）、竹

内真二君（公明）、室井邦彦君（維新）、浜

口誠君（民主）、武田良介君（共産）

（閣法第24号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

共産

反対会派 なし

欠席会派 れ新

なお、附帯決議を行った。

○令和３年５月18日(火)（第16回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

住宅・建築物の省エネルギー化に関する件、

運送事業における安全確保に関する件、居心

地が良く歩きたくなる空間づくりに関する

件、地域観光事業支援に関する件、リニア中

央新幹線建設に関する件、自動車運転者の長

時間労働是正に関する件、大深度地下工事の

安全性に関する件、踏切道における車椅子利

用者の安全対策に関する件等について赤羽国

土交通大臣及び政府参考人に対し質疑を行っ

た。

〔質疑者〕

清水真人君（自民）、森屋隆君（立憲）、熊

谷裕人君（立憲）、竹内真二君（公明）、室

井邦彦君（維新）、浜口誠君（民主）、武田

良介君（共産）、木村英子君（れ新）

住宅の質の向上及び円滑な取引環境の整備の

ための長期優良住宅の普及の促進に関する法

律等の一部を改正する法律案（閣法第25号）

（衆議院送付）について赤羽国土交通大臣か

ら趣旨説明を聴いた。

○令和３年５月20日(木)（第17回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

住宅の質の向上及び円滑な取引環境の整備の

ための長期優良住宅の普及の促進に関する法

律等の一部を改正する法律案（閣法第25号）

（衆議院送付）について赤羽国土交通大臣及

び政府参考人に対し質疑を行った後、可決し

た。

〔質疑者〕

足立敏之君（自民）、熊谷裕人君（立憲）、

杉久武君（公明）、室井邦彦君（維新）、浜

口誠君（民主）、武田良介君（共産）、木村

英子君（れ新）

（閣法第25号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

共産、れ新

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○令和３年６月１日(火)（第18回）

航空法等の一部を改正する法律案（閣法第60

号）（衆議院送付）について赤羽国土交通大

臣から趣旨説明を聴いた。

○令和３年６月３日(木)（第19回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

航空法等の一部を改正する法律案（閣法第60

号）（衆議院送付）について赤羽国土交通大

臣及び政府参考人に対し質疑を行い、討論の

後、可決した。

〔質疑者〕



足立敏之君（自民）、室井邦彦君（維新）、

青木愛君（立憲）、森屋隆君（立憲）、竹内

真二君（公明）、浜口誠君（民主）、武田良

介君（共産）、木村英子君（れ新）

（閣法第60号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

れ新

反対会派 共産

なお、附帯決議を行った。

○令和３年６月８日(火)（第20回）

水循環基本法の一部を改正する法律案（衆第

25号）（衆議院提出）について提出者衆議院

国土交通委員長あかま二郎君から趣旨説明を

聴き、衆議院国土交通委員長代理石原伸晃君、

同小宮山泰子君及び同津島淳君に対し質疑を

行った後、可決した。

〔質疑者〕

青木愛君（立憲）、武田良介君（共産）

（衆第25号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

共産、れ新

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

国土交通省所管分野における官民連携の在り

方に関する件、鉄道施設の災害復旧に関する

件、新型コロナウイルス感染症の影響を踏ま

えた国土政策の在り方に関する件、高速道路

の料金体系の在り方に関する件、地域におけ

る鉄道運行本数の削減に関する件、航空機に

おける障害者への合理的配慮に関する件等に

ついて赤羽国土交通大臣及び政府参考人に対

し質疑を行った。

〔質疑者〕

熊谷裕人君（立憲）、森屋隆君（立憲）、室

井邦彦君（維新）、浜口誠君（民主）、武田

良介君（共産）、木村英子君（れ新）

○令和３年６月10日(木)（第21回）

特定船舶の入港の禁止に関する特別措置法第

五条第一項の規定に基づき、特定船舶の入港

禁止の実施につき承認を求めるの件（閣承認

第２号）（衆議院送付）について赤羽国土交

通大臣から趣旨説明を聴いた後、承認すべき

ものと議決した。

（閣承認第２号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

共産

反対会派 なし

欠席会派 れ新

○令和３年６月16日(水)（第22回）

請願第165号外229件を審査した。

国土の整備、交通政策の推進等に関する調査

の継続調査要求書を提出することを決定し

た。

閉会中における委員派遣については委員長に

一任することに決定した。


